
1　事業の概要

①　成果目標（H27)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

1,434

合計 2,639 2,639 32,039

1,434

成果 達成状況

市有地の賃借 1,205 1,205 1,193

旧伊那総合センターの老朽化等に伴い、必要な施設・設備の改修・点検を行う。

Ｈ27 H28
目標

H26末
（実績） 目標

32,039

27年度 28年度 成果目標の達成状況

項目
16,186 2,639 32,039

E-mail

施策の総合的展開
６－１　健康で長生きできる地域づくり

実施方法 H27事業実績

旧伊那総合センター改修工事 直接

健康づくり事業団運営費の補助 補助金

事業改善シート （27年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

１　保健活動の推進 実施期間 H16 ～

担
当
課

部局 健康福祉部

hoken-shippei@pref.nagano.lg.jp

課・室 保健・疾病対策課

目指す姿

現状
（予算編成

時）

事業番号 ０５ ０６ ２９

総合５か年
計画

プロジェクト  

事　業　名 健康センター運営事業

健康づくり事業団運営費等補助金交付要綱

県業務委譲後も、県民の健康増進に係る事業の実施及び業務の継続性等の観点から、健康づくり事業団に対して補助を行う。
また、補助金額については段階的に削減し、事業団による自立した事業運営を目指す。

県総合健康センターの廃止（H16年３月）により、業務を委譲した（公財）長野県健康づくり事業団の職員の雇用確保に要する経費を補助
しているもので、計画どおりに実施している。平成26年度は健康づくり事業団職員1名分の人件費（法定福利費を含む）9,553千円を補助し
ている。

（当初） （決算） （当初）

県民との協働による実施： 検討中

項目

県が関与
する理由

県関与の必要性あり
【左記の説明、根拠法令等】

成果目標・
事業内容 直接

30,846

（単位：千円）　

H27 H28

0 0 0

旧伊那総合センターの施設・設備の改修・点検

旧伊那総合センター土地賃借料

2,639

25,825 16,186 2,639

4,070 0

29,895

2,639

区　　分（単位：千円） 25年度 26年度

29,895

Aの
財源

概　算
人件費

0.10 0.10

29,895 15,869

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

予
算
額

前年度繰越

16,186

当初予算

合計（A)

補正予算

826 828

16,695 3,467 32,867

10,055

今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

　施設の維持管理を引き続き行っていく。

目標に対
する成果
の状況

　計画した修繕工事を実施した。

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施

0.10 0.10

826 828

 概算事業費（B（A）+C） 30,721

21,984


